
第３学年国語科指導案 
日 時  平成１８年１１月２日（木）授業Ⅰ 
場 所  ３年１組教室  
児 童  男子１９名 女子１３名 合計３２名 
指導者  菊田 美樹 

 
１ 単元名  大事なことをたしかめよう  （光村図書 ３年下） 

教材名  「すがたをかえる大豆」 
 
２ 単元について 
 （１）教材について 

「すがたをかえる大豆」は，大豆やその加工品について書かれた説明的文章である。話題提示・

事例・筆者の考えが書かれた「はじめ･中･終わり」の文章構成になっており，様々な大豆の食べ

方が，人の手の加え方とともに解説されている。前教材「ありの行列」のような仮説・検証型の

文章構成とは異なり，一貫して，大豆がどのような工夫で，どのような姿に変わっているのかが

述べられている解説型の文章なので，中心となる語や文をとらえやすい。 
 本教材は，「食べるくふう」「いろいろな食品」などの表現から，大豆が様々な食品へと変化を

とげていくことが分かる語や文に目を向け，比べながら読むことができる。また，「いちばん分か

りやすいのは」「次に」「また」「さらに」「このほかに」などの接続する語句の働きによって，大

豆が姿を変えていくことの論理の展開をとらえることができる。そして，大豆が様々な食品に姿

を変えていく事例を読み進めることで，筆者の考えである「昔の人々の知恵」に共感することが

できる。 
 （２）児童について 
    児童は，発音・発声に気をつけて音読したり鉛筆の持ち方に気をつけて視写したりと，学習に

意欲的に取り組んでいる。特に視写は好きで進んでいろいろな文章を視写する子も多い。 
前教材「ありの行列」で形式段落の中心文を探し，接続語や指示語の使われ方を学習してきた。

文の概念や抜書きは多くの児童が身につけたが，文の関わり方や重要語句への迫り方，指示語に

ついてはよく分からない児童が多くみられた。それをふまえ，発展教材「ニホンザルのなかまた

ち」の読み取りにあたっては，課題を確認させ，重要語句を手がかりにその答えを正確に読み取

らせたり，指示語や接続語，文末表現に着目させ，それらがどのような働きをしているかを考え

させたりしながら論旨の展開をおさえた。その結果，指示語を手がかりに文章構成を意識できる

ようになった子が増えてはきたが，まだまだ理解できているとは言いがたい。 
 （３）指導にあたって 
    中学年における「読むこと」の目標は，「目的に応じ，内容の中心をとらえたり段落相互の関係

を考えたりしながら読むことができるようにするとともに，幅広く読書しようとする態度を育て

る。」ことである。本教材では，「接続語の働きに気付き，文章の中心となる語や文を比べ，段落

相互の関係に気をつけながら正しく読む」ことを目標とする。 
本教材は，児童にとって身近な食べ物である大豆とその加工食品について書かれた読み物であ

り，様々に姿を変える大豆に興味を持って読み進めることができるであろう。 



   その中で，指示語や接続語，文末表現に注意しながら段落相互のつながりを考えていけるように

第２次指導・第３次指導の中で取り立て指導を行なっていく。さらに，加工食品について資料を

集め，まとめて行く活動に発展させていきたい。   
 
３ 単元の目標 
 (１)関心・意欲・態度 
  ・ 身近な食べ物についての知識を得るとともに興味を広げる。 

(２)読むこと 
  ・ 中心となる語や文，段落相互の関係に注意して文章を読む。（読イ） 

(３)書くこと 
  ・ 本での調べ方を知り，身近な食べ物について調べ，分かりやすくまとめて友達と交流する。（書

イ） 
 
４ 指導計画 (１８時間扱い) 
段階 時間 ねらい 学習活動 具体の評価規準 

１ ・ 全文を読み，これから

の学習に関心をもつ。 
・ 新出漢字を確認する。

・ 全文を読範し，初発の

感想をもつ。 
 

(関) おもしろいところ，驚いた

ところなど感想を持つことが

できる。 
２
（
本
時
） 

・ 全文を読み，あらすじ

をつかむ。 
 
 

・ 段落ごとに大豆がすが

たをかえた食品を探す。

(読) 教材文の大まかな内容を読

み取ることができる。 
つ 

か 

む 

３ ・ 学習課題・学習計画を

たてる。 
・ 概観をもとに学習の見

通しを持つ。 
(読) 概観をもとに学習計画をた

てることができる。 

４ 
・ 話題提示文を読み取る。 ・ 筆者が話題にしている

ことについて読み取る。

(読) 筆者が話題としていること

を読み取ることができる。 

５ 

・ 大豆がどうやっておい

しく食べられるようにな

るかを読み取る。 

・ 調理や，加工のしかた

を説明する言葉に気をつ

けながら読み進め，大豆

がおいしく食べられるよ

うになることを読み取

る。 

(読) いったりにたりひいたりす

る食べ方のくふうを理解する

ことができる。 
(読) 栄養をとりだして，違う食

品にするくふうを理解するこ

とができる。 

た 

し 

か 

め 

る 

６ 

・ 大豆がどうやってちが

う食品にすがたを変える

のかを読み取る。 

・ 目に見えない生物など

を活用したり，育て方を

工夫している言葉に気を

つけながら読み進め，大

豆が違う食品にすがたを

変えることを読み取る。

(読) 小さな生物の力をかりた

り，取り入れる時期や育て方

を変えたりして食べるくふう

を理解することができる。 



７ ・ 筆者の考えを読み取る。

 
 

・ 多くの食べ方が考えら

れたわけと筆者の考えを

読み取る。 

(読) 多くの食べ方が考えられた

わけを理解し，筆者の考えを

読み取ることができる。 

ま 

と 

め 

る 

８ ・ ①～⑨形式段落の中心

文を探す。 
・ 重要語句を手がかりに

中心文を探す。 
(読) 中心文を探すことができ

る。 

 

９ 

～ 

16 

・ 「たべものはかせにな

ろう」を読み，調べたこ

とを決め，学習計画を立

てる。 
・ 自分で決めた食べ物の

本を図書室で調べること

ができる。 
・ 調べたことを文章にま

とめる。 

・ 「食べ物はかせになろ

う」を読んで，自分で調

べたい事柄を決め学習計

画を立てる。 
・ 自分で決めた食べ物の

本を図書室で調べる。 
・ 調べたことを文章にま

とめる。 

(関) 調べたい事柄を決め，本を

さがして調べようとしてい

る。 
(書) 相手や目的に応じて写真や

材料を選び，分かりやすくま

とめている。 
ひ 

ろ 

げ 

る 

 
17 
 

18 

・ グループで「食べ物は

かせの本」をまとめ，学

級の中で読み合い，感想

を交流する。 

・ グループやクラスでま

とめを読み合う。 
(読) グループで「食べ物はかせ

の本」をまとめ，学級の中で読

み合い，友達の文章のよさに気

づいている。 

関連図書 
そだててあそぼう「ダイズの絵本」         国分牧衛 著   農文協 
調べてみようわたしたちの食べもの「だいず」    板倉聖宣 監修  小峰書店  
食で総合学習③「みそ・しょうゆ」         松本美和 文   金の星社 

 
５ 本時の指導 
（１）ねらい 

   ・ 教材文の大まかな内容を読み取ることができる。 
 （２）展開 
段階 学習内容・教師の働きかけ 期待する児童の反応 留意点・評価

（◆） 
 
 
つ 
か 
む 
(５) 

１ 学習課題の確認 
 ○ 題名は何ですか。 
 
 
● 読みの視点の確認 
○ どんな食品がでてくる

か探しながら読みましょ

う。 

 
・すがたをかえる大豆 
 

 
 
◆課題把握 大豆は，どんな食品にすがたをかえたのだろうか。 



 
 
 
 
 
 
 
た 
し 
か 
め 
る 
(35) 

２ 課題解決への取り組み 
（１）学習場面の音読 
 
（２）学習場面の読み進め 
 ○ どんな食品がでてきま

したか。 
 
（３）視写 
○ 何段落で，どんな食品に

変わったかを探しましょ

う。（10分） 
・③はいっしょにやってみま

しょう。 
 
○ 一人学び 
（作業の進んでいる子への

手だて） 

 
・板書の黙読・音読をする。 
・難しい言葉の確認をする。 
 
（４）学び合い 
・ ③の段落から順に聞いて

いく。 
○ どんなくふうをしたの。 
○ ④では，どうすると，き

なこになりましたか。 
 
 

 ○ ⑤大豆だけではなくな

ったね。 
 
 

１ 視写文を読み返す。 
２ 難しい言葉に  線を

ひく。 
３ どうやっておいしくす

るのか（くふう）をさが

して書く。 

 
順番読み9人 
 
 
・に豆，黒豆，… 
 
 
 
 
 
 
・豆まきの豆，に豆，黒豆， 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
・板書を一斉読みする。 
 
 
 
 
・にたり，いったりします。 
・ひきます。 
 
 
 
・ちがう食品になりました。 
・えいようだけを取り出します。 
・にがりも加える。 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
・ 意味段落ご

とに扱って

いく。 
 
・ 姿を表す言

葉を板書す

る。 
 
 
・ 児童の様子

を観察しな

がら，板書す

る。 
 
 
 
 
 
 
◆発表 
 
・ 読み取りに

関わる 
大事な言葉

を板書して

いく。 
 
 



○ ⑥では何かの力を借り

ますね。 
 
 
○ ⑦枝豆やもやしは今ま

でとちがうね。 
  
○ 全体を大きく３つのま

とまりにしよう。訳も言っ

てみよう。 

・小さな生物の力をかります。 
・ナットウキン 
・コウジカビ 
 
・とる時期がちがう 
・若い 
 
・①②，③④⑤⑥⑦，⑧⑨  
・食品の名前がある。 

ま 
と 
め 
る 
(５) 

３ まとめ 
・板書を一斉読みする。 
４ 次時の確認 
 

 ◆音読 
 
 

 
 （３）具体的評価規準                      （発言・ノート） 

具体的評価規準と支援の手だて 
A B 支援の手だて 教材文の大まかな

内容を読み取るこ

とができる。 
・ 本文から食品名を

探して書くことがで

きる。 
・ 工夫を書き出すこ

とができる。 
・ 進んで発表しよう

とする。 

・ 本文から食品名を

探して書くことがで

きる。 
 

 文章を正しく読むた

めに板書をていねいに

視写させる。 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



 （４）板書計画 
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⑦ 

え
だ
豆 時

期 

も
や
し 

 
 
 
 
 
 

育
て
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⑧ 

○ 
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一
人
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難
し
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ど
う
や
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（
く
ふ
う
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さ
が
し
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書
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